
日

自然の美しさを生かし、観光包括市づくり
につとめる。

肱川の流れや、その周囲をきれいにする。

道路や公園をととのえ、まちぜんたいを気持ょく

する。(大洲市民憲章)
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市の人r...(10月1日!

人口 38，359人
男 18，119人女

世帯数 10，172世帯
面積 以0.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画室
期

老
人
医
療
費
の
無
料
化

道

路

新

設

改

良

費

等

九

月

定

例

市

議

会

で

可

決

3 市県民税

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
七
日
か
ら
九
日
間
の
会
期
で
老
人
の
医
療
費
無
糾
化
の
所
要
経
費
、
道
際
新

設
改
良
費
を
含
む
七
千
百
七
十
九
万
五
千
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
老
人
医
療
費
給
付
条
例
な
ど
十
七
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
教
育
文
化
都
市
宣
言
決
議
、
育
英
奨
学
資
金
制
度
実
施
に
か
か
る
意
見
書

老
人
医
療
費
の
無
料
佑
制
度
に
関
す
あ
意
見
書
を
可
決
、
日
中
国
焚
回
復
に
関
す
る
決
議
ほ
か
一
件
を
否
決
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

窓会:月繰綿Z義:l:~

国
一
言
記
念

ま
つ
り

の大大 z

商工まつり行事

入み行街
到

次
の
と
お
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

区
長
会
会
長
に

車
政
雄
氏

大
洲
市
区
長
会
長
車
政
雄
(
肱
南
一

地

区

)

一

同
副
会
長
竹
尾
弥
次
(
新
谷
地

区
)
同
副
会
長
平
塚
千
秋
一
南
久
米

地
区
)

ゎ
ト
卜
・
〔
の
付

コ
ス

モ

善
小
学
校
六
年

大

隅

士

=
=
=
=
・
圃
圃
圃
・
・
=
=
=
=
一
富
田
園
・
聞
阻
・
=
=
=
=
=
箇
圃
・
・
・
・

BEz---開
園
田
園
E
圃
圃
・
・
富
田
E
E
=
-
圃
園
圃
・
圃
幽
園
田
E
E
自
園
田
・
圃
圃
・
=
=
F

月 匝亙J
I~旦|開幕式典 日-11佳竺旦

連合植木市 ! 9-17 I市民会館広湯
郷土美術展 I 9-16 I郷土館
川まつり撮影大会写真展 I9-17 I市民会館

10月 |全国商居包装紙展 1 9-171 
28-6日|菊花展 1 9- 1郵便局よこ

日;;1子どもみこし一一日正直肩F
肱川流域郷土芸能大会 I 13-17 I市内仮設舞台

-3-81四国三大おど長三一一|百二71-;一一瓦
八幡神社みこし渡御 I 13-15 
大洲高創立70周年記念
仮装行列大行進

市民音楽祭

錦鯉品評会

市民スポーツ祭

大洲吹奏楽祭

所

中

館
会民
グ
市

場

市

12-17 
10-16 
9-17 

名事行

1-6日

市民会館

市立三善小学校章

庭
の
す
み
つ
乙
で

コ
ス
モ
ス
が
さ
い
て
い
る
。

あ
ま
り
目
だ
た
ず

見
向
き
も
さ
れ
な
い
、

で
も
、
カ
い
っ
ぱ
い
さ
い
て
い
る
。

「評」

ス

目
だ
た
な
い
コ
ス
モ
ス
の
美
し

さ
生
き
か
た
に
感
動
し
た
作
者
は

き
っ
と
美
し
い
心
の
持
ち
主
で
し

ょ'つ

朗

同
校
教
諭
常
磐
井
忠
香

計
量
器
の
定
期

検
査
日
月

8
U
か
ら

印
日
ま
で

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
計
量
器
の
定

期
検
査
を
行
な
い
ま
す
。

取
引
証
明
に
使
用
さ
れ
る
計
量
器
は

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
査
日
程
表
は
、
各
地
区
の
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
回
覧
し
ま
す
、
日
程
表
を

確
認
の
う
え
時
間
内
に
お
乙
し
く
だ
さ

い
く
わ
し
い
こ
と
は
市
商
工
観
光
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



父兄とともに鈴害IJ り競技

一
周
、
職
員
、
父
兄
が
一
丸
と
な
っ
て
終
一

一
姶
な
む
や
か
に
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
一

一
ム
l
ド
の
う
ち
に
楽
し
い
競
技
等
十
八
一

一
種
目
を
展
開
し
ま
し
た
。
-

一
園
児
汁
ち
は
、
乙
の
運
動
会
を
ま
え

一
ま
え
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
に

一
父
兄
の
心
配
顔
を
よ
そ
に
、
底
抜
け
に

大
洲
学
園
で
は
、
十
月
一
一
一
日
開
園
十
一
あ
か
る
い
笑
顔
を
み
せ
て
競
技
に
熱
中

周
年
が
祝
っ
て
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
一
心
よ
い
汗
を
流
し
て
喜
び
を
か
ら
だ
い

た
υ

一
っ
ぱ
い
に
あ
ら
わ
し
な
が
ら
楽
し
い
歓

万
箇
旗
の
ひ
ら
め
く
秋
晴
れ
の
下
で
一
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
運
動
会
に
は
、
園
一
大
洲
学
園

(2) 

開
園
同
周
年
記
念
運
動
会

日

あ
か
る
い
笑
顔
で
競
技
に
熱
中

事
業
主

ωみ
な
さ
ん
、
中
小
八
長
賢
官
」
-
V
掛
金
は
全
額
免
税
さ
れ
る

も
権
実
に
従
業
員
に
退
職
金
が
支
給
で
一
V
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す

き
る
よ
っ
に
す
る
た
め
、
国
の
退
職
金
一
加
入
で
き
る
の
は

共
済
制
度
が
あ
る
こ
と
を
C
存
知
で
す
一
V
常
用
の
従
業
員
が
三
百
人
(
商
業
、

か
J

良
い
従
業
員
の
確
保
と
、
企
業
繁
一
サ
ー
ビ
ス
業
等
で
は
五
十
人
)
以
下

一
の
事
業
所
に
限
り
ま
す
。
一
か
ら
十
日
ま
で
を
「
納
税
者
の
声
秒
間
一
@
巡
回
税
務
棺
談
所
の
開
設

栄

ω基
礎

伊

築

く

た

め

に

、

退

職

金

共

一

一

一

一V
事
業
主
、
役
員
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
一
〈
旬
間
」
と
し
て
、
国
税
庁
や
国
税
局
一
〈
わ
し
い
こ
と
は
大
洲
税
務
署
へ
お

済
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
て
だ
し
、
露
で
あ
っ
て
義
務
役
一
を
は
じ
め
税
務
署
で
、
い
ろ
い
ろ
な
行
一
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
一
軍
馬
の
保
険
期
間
平
二
月
百
歪
磨
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
送
付
(

共
済
制
度
の
特
色
は
一
員
提
言
と
同
様
加
入
で
き
ま
す
一
事
喜
志
つ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
一
大
別
税
務
署
一
で
終
了
見
し
ま
す
。
一
十
一
月
土
台
半
一
旦
一
干
日
の
間

V
退
職
金
に
国
庫
補
助
金
が
つ
く
一
申
し
込
み
は
一
乙
の
旬
間
の
目
的
は
、
税
金
に
対
す
一
1
1
1
1
1
1
1
一
員
長
う
一
斉
引
受
け
を
、
十
一
一
に
)
し
ま
す
。

l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
:
i
、
ほ
告
す
パ
て
退
職
金
に
一
近
く
の
金
融
機
関
に
申
し
込
ん
で
く
だ
一
る
苦
情
や
要
望
、
税
務
職
員
露
呈
住
み
よ
い
社
会
一
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
市
白
ニ
十
一

ー
、
!
1
1
1
、
i
l
i
l
-
副
署
粛
し
て
お
り
ま
す
。
一
さ
い
。
用
紙
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
一
ど
に
つ
い
て
の
C
意
見
を
、
広
く
納
税
一
を
つ
く
る
郵
便
一
四
か
所
の
会
場
三
行
な
い
ま
す
。
現
在
一

戸
籍
制
度
百
周
年
を
迎
え
る
一
お
い
日
訪
れ
村
山
立

dur金
は
一
服
部
川
島
田
医
科
一
貯
金
一
刊
誌
長
時
十
時
制

一

つ

rv

、
一
四
百
円
か
ら
四
千
円
ま
で
土
ハ
種
類
あ
一
る
と
と
も
に
、
税
務
署
の
仕
事
の
内
容
一
郵
政
省
で
は
、
関
係
官
公
庁
、
各
種
一
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届

出

は

早

め

に

一

時

叫

ん

同

時

計

九

日

子

、

従

業

員

個

人

む

と

に

き

め

手

。

一

を

一

般

の

か

た

に

知

っ

て

五

五

一

団

体

な

ど

の

男

毒

て

「

住

み

よ

い

一

号

、

重

量

お

わ

か

り

の

一
と
が
で
き
引
せ
ん
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
掛
金
は
全
額
事
業
主
負
担
と
な
っ
て
い
一
め
次
の
よ
う
な
行
事
室
い
ま
す
。
一
雲
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
」
一
ょ
っ
に
乳
用
、
肉
里
草
心
と
し
た

わ
が
国
の
戸
籍
制
定
、
明
治
四
年
百
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
一
号
、
死
亡
し
た
り
、
結
婚
し
た

Lま
す
。
く
わ
し
い

Eは
大
測
商
工
会
一
@
納
税
者
の
声
高
〈
座
談
会
一
幕
な
い
一
般
の
協
力
が
呼
び
か
け
て
一
家
畜
の
事
務
多
く
発
生
し
て
い
ま
す

に
創
設
さ
れ
今
年
で
ち
ょ
う
ど
満
百
年
一
そ
こ
で
相
続
人
は
だ
れ
か
、
親
権
者
一
た
と
き
は
す
ぐ
属
望
し
て
く
だ
さ
議
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
一
@
幹
部
の
納
税
者
宅
の
訪
問
一
い
ま
す
。
一
家
重
〈
済
制
度
は
、
乙
の
き
な
事

に

な

り

ま

し

た

。

一

磨

れ

か

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

と

一

ぃ

。

一

納

税

者

の

声

を

一

@

中

学

生

の

標

語

の

重

一

現

在

、

郵

便

貯

金

の

現

在

高

は

八

兆

一

故

か

ら

家

警

官

、

重

農

家

の

経

三

-

こ

の

よ

う

に

長

い

歴

史

と

伝

統

を

も

一

戸

籍

で

調

べ

て

み

な

け

れ

ば

一

般

の

人

一

一

一

@

国

税

モ

ニ

タ

ー

の

委

嘱

一

四

千

億

円

に

も

達

し

、

こ

れ

を

一

万

旦

営

の

安

定

を

図

る

た

め

の

制

度

で

す

大

1、
し
か
も
完
備
主
主
制
度
は
一
長
わ
か
り
ま
せ
ん
u

一

臨

時

諮

問

rE聞
く

句

間

一

白

ア

ン

ケ

ー

ト

の

実

施

一

宅

積

み

あ

げ

る

毒

恵

三

全

戸

富

加

入

に

よ

っ

て

、

せ

っ

か

く

:
}
世
界
一
り
っ
ぱ
な
も
の
で
あ
を
い
わ
一
ま
た
、
就
職
や
就
学
に
も
戸
籍
が
必
一
自
の
歴
史
と
も
い
え
ま
す
。
早
く
局
日
月

1
日

か

ら

一

富

豪

雪

開

催

干

一

倍

に

も

な

り

ま

す

。

一

表

た

畜

産

基

盤

を

守

っ

て

く

だ

さ

い

一
れ
て
い
ま
す
。
一
票
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
乙
れ
は
そ
の
一
望
し
て
い
た
た
め
の
利
益
、
届
呈
国
税
庁
で
は
、
今
年
も
十
一
月
百
一
@
税
務
署
見
学
み
な
さ
ん
が
郵
便
貯
金
と
し
て
お
一
く
わ
し
い
円
程
表
お
よ
び
資
柱
、

一
わ
た
し
た
ち
は
、
親
子
、
夫
婦
な
ど
一
人
の
生
年
月
日
や
父
母
兄
弟
姉
妹
等
が
一
一

一

一

一

し

て

い

な

か

っ

た

た

め

の

不

利

益

等

、

一

司

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

一
と
い
う
よ
っ
な
一
定
の
親
族
関
係
を
基
一
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
乙
れ
を
見
一
数
々
の
人
間
模
様
義
め
て
の
百
年
乙
一
一
農
事
メ
モ

一
礎
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
法
律
上
の
地
位
一
れ
ば
年
齢
や
親
族
関
係
が
朗
ら
か
に
な
一
一
一
一

一

一

一

あ

ろ

う

と

思

い

ま

す

が

、

戸

籍

に

関

す

一

=

f

こ

一

審

て

い

ま

す

。

一

る

た

め

で

す

。

一

露

出

ま

早

く

行

な

い

不

利

益

基

7
一

一

一

栗

の

縮

伐

と

一
た
と
え
ば
、
人
が
死
亡
し
ま
す
と
、
一
こ
の
よ
う
に
刺
用
度
が
高
く
、
大
切
一

b

b

一一一

-

F

d

一

一

ま

一

な

い

よ

う

に

い

た

し

た

い

も

の

で

す

。

一

二

一
そ
の
人
の
子
や
配
偶
者
が
相
続
人
に
な
一
な
戸
籍
で
あ
る
た
め
、
そ
の
正
確
性
』
一
一
一
一

一
っ
て
財
産
を
相
続
し
た
り
、
未
成
年
者
一
強
く
要
求
さ
れ
、
市
町
村
役
場
で
は
記
一
市
民
課
一
一
一
最
近
壊
を
植
付
け
す
あ
場
合
、

一

↑

一

士

一

十

ア

ー

ル

当

り

七

十

本

i

吉

本

、

そ

8
一
に
は
貌
が
親
権
者
と
な
っ
て
監
護
、
教
一
載
に
あ
や
ま
り
が
な
い
よ
う
に
、
と
く
一
=
一

8
一

ー

ー

い

J

I

l

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-

L

i

-

-

J

I

l

l

1

1

1

=

一

れ

以

上

の

密

植

が

行

な

わ

れ

て

い

l
一

土

砂

二

r
p
J古
ノ

H
P私
γ
一
色
、

-r二
る

よ

の

よ

言

葉

往

来

収

一

家

叫

L

杏

一

生

潮

時

二

日

一

千

期

間

生

年

で

き

し

よ

う

と

ご
ゑ

γ

一

昼

イ

'
P
三い
j
z
y
q
R一
一
二
一
し
て
考
-
委
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o

p

J

1

弾

一

r
f
J昌
一

川

主

白

川

弓

一

一

二

一

品

し

こ

の

栽

培

方

法

書

の

疎

ん

μ

一

，

L

l

一

一

戸

一

生

〆

/
}
j〓
日
げ
そ
j
f
J
A
J
1
/

ー

l
l
u
v
u

一
=
一
槌
栽
培
法
と
同
じ
よ
う
な
考
え
方
で

仇

二

民

VUJ
ツ¥』一
r
n
f
J
1
;
}
2
1
一
一
万
〆
戸
山
一
=
一

一

一

泊

予

べ

一

ン

E
d
v
t
J仁三
二
一
栽
培
し
て
い
た
の
で
は
大
き
な
震

ト一三

zi「
f
t
J
d
h泊三い一二
-HMHMMる

自

動

、

14
税

第

二

期

分

の

納

期

限

は

十

一

月

一

日

?F。

昭和 46年 10月2(l 子討

県
税
、

ご
存
知
で
す
か
?

中
小
企
業
退
職
金
制
度

大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

如
法
寺
河
原
の
ム
ク
ロ
ジ

所
在

大
洲
市
柚
木
如
注
寺
河
原
の

北
端
岸
水
面
よ
り
三
メ
ー
ト
ル
上

国

有

所
有

な
う
乙
と
が
大
切
で
あ
る
。
植
付
け

の
時
か
ら
計
闘
を
立
て
、
間
伐
樹
、

永
久
樹
を
決
め
て
お
き
、
永
久
樹
に

対
し
て
不
都
合
な
間
伐
樹
の
枝
は
、

栗
の
木
の
本
来
の
性
質
は
非
常
主
枝
と
か
亜
主
枝
の
よ
う
な
大
切
な

に
陽
性
の
木
で
、
そ
の
枝
葉
全
校
で
あ
っ
て
も
伐
採
す
る
。

面
に
日
照
が
当
た
る
こ
と
が
必
要
で
‘
そ
し
て
、
樹
冠
と
樹
冠
と
の
間
に

あ

る

。

は

常

に

五

十

セ

ン

チ

程

度

の

空

闘

が

轡
植
度
が
進
ん
で
-
〈
る
と
木
自
身
あ
る
状
態
と
す
る
。
伐
採
時
期
は
せ

は
徒
長
繁
茂
し
て
外
観
は
た
い
へ
ん
ん
て
い
と
兼
ね
て
二
月
に
行
な
っ
て

よ
く
育
っ
た
栗
園
の
よ
う
に
見
ら
れ
も
よ
い
が
、
落
葉
し
た
時
点
で
は
繍

る
が
、
果
実
収
穫
に
は
不
適
当
な
状
閣
の
密
閉
状
態
が
ハ
ッ
キ

y
せ
ず
、

態
の
園
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
思
い
き
っ
て
伐
採
し
た
よ
う
で
も
新

計
画
性
を
も
っ
た
密
植
栽
培
が
お
乙
梢
が
出
て
み
る
と
伐
採
前
と
ほ
と
ん

間

伐

早

め

に

も

よ

り

の

伊

藤

銀

行

、

愛

媛

相

一

旦

銀

行

、

如
法
寺
河
原
の
ム
ク
ロ
ジ

預
け
に
な
っ
た
お
金
は
、
日
本
住
宅
一
い
社
会
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
、

公
団
や
、
住
宅
金
融
公
庫
ま
た
は
中
小
一
乙
の
運
動
を
通
じ
て
、
み
な
さ
ん
が
た

企
業
金
融
恋
庫
、
国
民
金
融
公
庫
な
ど
一
の
郵
便
貯
金
に
対
す
る
い
つ
を
つ
の
ご

さ
ら
に
、
全
国
の
市
町
村
に
も
融
資
さ
一
理
解
と
C
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

れ

て

お

り

ま

す

。

一

大

洲

郵

便

局

こ
の
よ
う
に
、
郵
便
貯
金
は
住
み
よ
一

孤
立
木
で
根
廻
り
六
・
九
メ
ー
ト

ル
目
通
り
周
回
・
三
七
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
十
七
メ
ー
ト
ル
、
枝
の
長
さ
は

東
西
へ
約
九
メ
ー
ト
ル
、
南
へ
九
メ

ー
ト
ル
、
北
へ
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

大
樹
で
あ
る
。

樹
勢
は
旺
盛
で
毎
年
結
実
し
て
お

り
、
肱
川
を
何
百
年
も
の
間
し
ず
か

に
眺
め
て
い
る
姿
は
、
ま
さ
に
主
者

の
観
を
呈
し
ま
す
。
何
回
か
の
台
風

に
よ
っ
て
枝
の
先
が
三
本
程
、
直
径

二
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
所
か
ら
折
れ

て
い
る
が
、
折
れ
口
か
ら
は
新
し

い
芽
が
無
数
に
出
て
、
か
え
っ
て
夏

は
葉
影
伊
作
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る。
ち
ょ
う
ど
樹
の
下
は
指
定
ポ
泳
場

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
遠
の

休
憩
所
に
も
な
っ
て
い
る
。
背
の
子

ど
も
は
ム
ク
遊
び
歩
よ
く
し
た
も
の

だ
が
今
は
ガ
ラ
ス
王
に
か
わ
っ
た
の

で
、
無
数
の
ム
ク
は
河
原
に
落
ち
た

ま
h
子
ど
も
達
に
踏
み
つ
け
ら
れ
て

い
た
。

市
教
育
委
員
会

家
畜
共
済
の
金
頭
加
入
を

ー
新
刊
図
書
案
内

l

藤
樹
学
の
成
立
に
関
す
る
研
究

か
ら
だ
の
読
本

2

(
小
林
隆
)

土
地
家
屋
の
法
律
百
斜
(
遠
藤
浩
)

交
通
事
故
の

"

(

H

)

借
家
ア
パ
ー
ト
と
借
地
の
法
律
百
税

第

十

ニ

回

夫

婦

・

親

子

と

相

続

・

贈

与

の

w

十
一
月
百
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な
一
秋
の
市
民
音
楽
祭
一
金
銭
貸
借
と
債
権
回
収
の

り

ま

す

。

一

1

一
約
束
手
形
と
小
切
手
の
法
律
百
斜

狩
猟
に
銃
は
っ
き
も
の
で
、
そ
れ
だ
一
恒
例
の
秩
の
市
民
音
楽
祭
を
、
十
一
一
人
事
蛍
務
P
組
合
対
策
の

H

け
に
危
険
も
伴
い
事
故
が
起
こ
り
が
ち
一
旦
二
日
午
後
一
時
か
ら
市
民
会
館
大
ホ
一
会
社
設
立
と
運
営
の

で

す

。

一

l

ル

で

聞

き

ま

す

。

一

実

務

書

式

事

典

(

遠

藤

治

)

昨
年
度
の
狩
猟
期
間
中
に
、
県
下
で
一
出
演
種
目
は
、
そ
う
閥
、
長
賞
、
寺
一

次
の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
一
吟
、
合
唱
、
ピ
ア
ノ
、
吹
奏
楽
な
ど
乙
寝
室
一
九
七
一
年
版

O
人
身
事
故
長
一
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
砂
漠
の
塩
〈
松
本
襲
)

O
物
損
事
故
一
件
一
入
場
斜
は
無
料
で
す
。
多
数
む
牽
観
一
聞
か
な
か
っ
た
場
所
(

H

)

O
自

殺

事

故

一

件

一

く

だ

さ

い

。

一

夢

の

浮

橋

(

倉

橋

由

美

子

〉

乙
う
し
た
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
銃
一

O
主
催
前
音
楽
協
会
、
中
央
公
民
館
一
芽
む
し
り
仔
撃
ち
戸
大
江
健
三
郎
J

の
保
管
や
狩
猟
の
際
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
市
教
育
委
員
会
一
提
督
有
馬
正
文
(
菊
村
到
)

不

注

意

が

も

と

で

発

生

し

て

い

ま

す

。

一

一

昭

和

興

追

跡

(

新

名

丈

夫

)

ハ
ン
タ
ー
は
、
違
反
事
放
を
な
く
一
便
利
な
付
属
一
日
本
観
光
地
図
面
図
編
集
部
)

大
洲
農
業
改
良
普
及
所

U
時

計

持

訪

日

比

哨

に

次

の

一

電

話

を

一

時

日

臨

時

兵

…

間

目

指

ゴ

H
d
!
一
二
、
銃
の
保
管
は
、
金
属
製
ロ
ッ
カ
ー
一
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
る
た
び
に
、
電
話
一
今
治
の
伝
説
(
大
沢
文
夫
)

判
制
凶
尉
朝
剰
刺
対
州
』
関
岡
ぺ
制
側
リ
寸
什
間
割
川
ω

ど
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
よ
く
あ
る
の
で
、
落
葉
す
る
ま

で
の
十
一
月
に
行
な
い
た
い
も
の
で

あ
る
。こ
の
場
合
、
強
度
な
密
閉
園
で
は

い
き
な
り
思
い
切
っ
た
間
伐
を
し
て

立
木
密
度
を
下
げ
る
と
園
地
へ
の
日

照
が
急
激
に
増
え
る
乙
と
に
な
り
、

日
焼
け
や
胴
桔
病
が
発
生
す
る
の
で

三
年
程
度
で
適
歪
樹
聞
と
な
る
よ
う

ま
ず
、
樹
冠
の
縮
伐
珍
し
、
そ
の
後

に
間
伐
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

郵

便

局

、

市
産
業
第
二
課一

45年度に発生した死亡・病悔
事故頭数と支払った共済企

書号
加制死
.k. fl! L 
州'"斗4
3弘文 tl( ~'{ 

銃

の

保

管

は

厳

重

に
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